
28 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本数 13 (12) 11 (11) 10 (10) 10 (10) 10 (10)

本数 7 (7) 6 (6) 6 (6) 6 (6) 6 (6)

本数 6 (5) 5 (5) 4 (4) 4 (4) 4 (4)

本数

本数

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

平成

基本目標№ 人と文化を育むまち

33

4

26年度

0.198 0.203

28年度

・地区で各種スポーツ事業を自主的に行います。

施策が目指す
すがた

・子どもから高齢者まで幅広い年代層の市民が多種多様なスポーツに親しんでいます。
・競技スポーツの感動がまちに活力を与えています。

施策の成果向上
に向けての住民
と行政との役割

分担や地域等へ
の期待など

事
業
所

・
市
　
民

・子どもの頃から生涯を通じた楽しいスポーツライフを目指します。
・子どもから高齢者まで、総合型地域スポーツクラブをみんなで支えます。

28年度

市民意識
調査結果

26年度 27年度

0.124

基本目標名

施策Ｎｏ． 生涯スポーツ・レクリエーションの振興

主管課名 生涯学習・スポーツ課

0.433 0.6410.334

関係課名

0.406 0.672

＜施策重要度調査結果＞

行
　
政

・スポーツ施設の整備、人的支援、スポーツクラブの育成を行います。
・スポーツ事業の開催、支援を行います。

（
地
域

）

そ
の
他

施　策　名

0.210

　うち基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

24年度 25年度

0.214

27年度

142,294

＜施策実感度調査結果＞※26年度までは「満足度」

24年度 25年度

　うち基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

28年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数 －

　うち基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数） －

　うち基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

区　　　　　分 23年度実績 24年度実績

282,706 132,537

134,594　うち基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 － 129,803

－

14,957 13,001

　うち基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

3,100

－ 143,115

27年度実績25年度実績 26年度実績

155,295

　うち基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

326,606

153,174

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） － 12,961

20 16 15 15

339,314

319,621 273,707

6,985 8,999 7,871

124,666

20,637

3,100

12,708

19

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 － 3,400 5,0202,900

　うち基本事業④を構成する事務事業の決算額小計 －

－ 4,399 4,194

施策の
トータルコスト

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　　上

6,551

Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

　同　　　上
円 －

7,499

295

－

－ 13,312 7,700

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計

3,527 7,790 6,852

4,382 4,181

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） －

－

158,072 295,667

－

－

4,111

43,152

効率性
指　標

市民１人あたりにおける施策の
円 － 3,229 3,231

338

円 3,567 3,587

魚津市の人口（各年度12月末時点） － 44,315 44,036 43,555

483

3,103

292 300

参　考
１時間あたりの平均人件費

42,706
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週１回以上スポーツをする市民の割合

基本事業①を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

生涯学習・スポーツ課

33 施　策　名 生涯スポーツ・レクリエーションの振興

人総合型地域スポーツクラブ会員数

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業①の目的（意図）

基本事業名①

【スポーツ推進委員事業】
・スポーツ推進委員の委嘱を通じて、ニュースポーツの実技指導や助言、ブリスクウォーキングの企画実施、障がい者レクリエー
ションの指導など、地域におけるスポーツ振興に努めました。
【市民スポーツ奨励事業】
・市民スポーツ大会・教室等に対して助成するとともに、うおづスポーツレクリエーション祭を開催しました。
【学校体育施設開放事業】
・市民が身近なスポーツ施設として利用できるよう、管理指導員を配置し、学校体育施設を一般に開放しました。
【体育施設管理事務】
・市民がいつでも気軽にスポーツ・レクリエーションに親しむことができる拠点として、総合体育館や室内温水プールをはじめとす
る市体育施設を指定管理により管理運営しました。

子どもから高齢者まで幅広い年代層の市民が多種多様なスポーツに親しんでいます。

生涯スポーツ・レクリエーションの推進

％ 31.0
29.6

3,077

H22年度
成果指標名

3,322

18.3

単位

一般会計

4,100 4,200 4,300 4,400

3,097

スポーツ推進委員事業 2,234,000 2,217,898

0

一般会計

１次評価結果

3,041
4,500

一般会計

一般会計

一般会計

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施策Ｎｏ．

目標値（上段）及び実績値（下段）実績値

25.9
60.0

H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

生涯学習・スポーツ課

H32年度
(最終目標年度)

32.0 39.0 46.0 53.0

H31年度

会計名

一般会計

0

体育施設管理事務

№ 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生涯学習・スポーツ課

学校体育施設開放事業

保健体育一般管理事業 5,208,000 4,597,070 610,930 -

16,102 Ａ

登山振興事業

2,257,000 1,907,383 349,617 Ａ 生涯学習・スポーツ課

市民スポーツ奨励事業 2,440,000 2,322,609 117,391 Ａ

381,000 338,098 42,902 -

0

0

生涯学習・スポーツ課

0

0

113,629,000 113,282,640 346,360 Ａ 生涯学習・スポーツ課

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

126,149,000 124,665,698 1,483,302

0

0

0

0

0

合　　計
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0

0

0

0

0
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0
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各種スポーツ団体や選手の活動を支援し市民スポーツの活性化を促進します。

【市民体育大会・県民体育大会事業】
・市民にスポーツを普及振興するため市民体育大会を開催するとともに、県民体育大会に出場する選手に対して派遣経費の一
部を補助しました。
【選手強化育成・優秀選手派遣事業】
・ラグビートップリーグ所属の一流選手によるラグビークリニック（教室）を昨年度に引き続き開催し、小中学生、高校生の選手強
化育成を図りました。
・市出身のプロ野球選手である石川歩投手による野球教室を開催（選手後援会主催）し、小中学生の選手強化育成を図りまし
た。
・ジュニア育成、指導者講習、優秀選手派遣に対する助成を通じて、選手強化に取り組みました。
【中学校部活動活性化事業】
・中学校の運動部に専門的技術を有する外部指導者（スポーツエキスパート）を派遣し、競技力向上を図りました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

H32年度
(最終目標年度)

一般会計 スポーツ関係表彰事業 278,000 147,560 130,440 -

№ 会計名 事務事業名
平成28年度

担当課
予算現額（円）

0

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施策Ｎｏ． 33 施　策　名 生涯スポーツ・レクリエーションの振興

選手・指導者の育成と支援

0

0

スポーツ大会への参加者数

％ 40.4
38.0 41.0 44.0

H22年度 H26年度 H27年度
(中間目標年度)

H28年度 H29年度 H30年度

32.133.0スポーツ少年団加入率

基本事業②の目的（意図）

平成28年度における
主な事業内容（活動内容）

基本事業名②

31.8

50.047.0

H31年度

18,227
17,750 18,000

決 算 額（円） 予算残額（円）

16,517

基本事業②を構成する事務事業の実績（◎：総合計画の主要事業　○：実施計画掲載事業　-：評価対象外事業）

Ａ 生涯学習・スポーツ課

１次評価結果

生涯学習・スポーツ課4,482,050 146,950 Ａ一般会計

17,000 17,250 17,500

19,909
人 13,546

生涯学習・スポーツ課

一般会計 市民体育大会・県民体育大会事業

0

一般会計

0

743,000

選手強化育成・優秀選手派遣事業 4,629,000

0

0

2,500,000 2,500,000 0

生涯学習・スポーツ課中学校部活動活性化事業

0

1,450 Ａ

0

741,550

合　　計 8,150,000 7,871,160 278,840

0
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施 策 評 価 結 果 シ ー ト

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①生涯スポーツ・レクリエーションの推進】
◆市民の健康づくりや体力向上のためには、生涯スポーツ推進の取組みがたいへん重要ですが、成人のスポーツ実施率は、近年低下傾向にあり
ます。2020年に東京オリンピック・パラリンピックが開催されることを機に、運動・スポーツによる健康づくりの気運を高めるため、そのきっかけづくり
として多くの市民が参加できるスポーツイベントの開催などに取り組む予定です。
◆子どもの体力向上を図るため、スポーツ少年団等への加入促進は重要ですが、近年加入率は低下しています。総合型地域スポーツクラブの活
動をはじめとする各地域における取組は、子どもたちのスポーツ少年団への加入促進や成人のスポーツ実施率の向上に有効であることから、関係
団体と連携して市民に対する積極的な情報提供等を行います。
◆温水プールについては、老朽化が著しいことから早期の建替えが望ましいという魚津市スポーツ推進審議会の答申を踏まえて推進していきま
す。平成29年度末までに基本構想を策定する予定です。
◆公共施設再編方針に基づく総合体育館の廃止については、廃止後の影響とその対応策を整理したうえで、利用者に対してできるだけ早期に周
知を図ります。

【②選手・指導者の育成と支援】
◆関係団体と連携を図りながら、小中学生の競技人口の拡大とレベルアップ、優秀選手の競技力向上に向けて継続的に取り組みます。
◆ラグビークリニックは平成29年度も継続して実施しました。また、平成30年度は、市ラグビー協会の70周年記念事業とも連携を図って実施する予
定です。
◆創立50周年を迎えた市サッカー協会と連携して平成29年６月に誘致した、宝くじスポーツフェア「ドリーム・サッカーin魚津」の開催を通じて、子ど
もたちの競技力向上及び指導者育成の貴重な機会をつくりました。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①生涯スポーツ・レクリエーションの推進】
◆市民アンケートでは、週１回以上、運動やスポーツを行っている市民の割合は、前年度の25.9％から3.7ポイント増加し、29.6％になりました。
◆総合型スポーツクラブは、総合型、地域型併せて３クラブが活動しており、会員数は約3,000人余りで横ばいで推移しています。

【②選手・指導者の育成と支援】
◆スポーツ少年団の加入率は、前年度の32.1％から0.3ポイント低下し、31.8％になりました。
◆スポーツ大会への参加者数は、前年度の18,227人から1,682人増加し、19,909人になりました。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成28年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①生涯スポーツ・レクリエーションの推進】
＜スポーツ推進委員事業、市民スポーツ奨励事業＞
◆スポーツ推進委員（協議会）やスポーツ関係団体等によるニュースポーツの指導・講習会やスポーツイベント・大会等の開催により、多くの市民
が気軽に運動・スポーツに親しむことができました。
＜体育施設管理事業、学校体育施設開放事業＞
◆総合体育館をはじめとするスポーツ施設と、夜間開放している学校体育施設は、多くの市民が運動・スポーツに親しむ拠点となっています。

【②選手・指導者の育成と支援】
＜選手強化育成・優秀選手派遣事業（選手強化育成事業）＞
◆競技力の向上に向けた合同練習会や指導者の育成に努めた結果、富山県駅伝競走大会で魚津市選手団が３年連続３位になるなど、優秀な成
績をおさめました。
◆ラグビートップリーグ所属の一流選手による直接指導を受けるクリニック（教室）開催や、市出身者であるプロ野球選手の石川歩投手による野球
教室など、トップアスリートの招聘は、児童・生徒の強化育成だけでなく、低下しているスポーツ少年団への加入率向上にも寄与します。

施策Ｎｏ．

平成28年度の評
価結果（基本事
業の成果を考慮

し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

33 施　策　名 生涯スポーツ・レクリエーションの振興
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施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

部会評価
（協議結果、今後
の方針及び課題
等について記載）

◆温水プールの建て替えについては、平成29年度末までに基本構想を策定すること。
◆公共施設再編方針に基づく総合体育館の廃止については、廃止後の影響とその対応策を整理したうえで、利用者に対して早期に周知を図るこ
と。
◆地元出身の一流選手をはじめとしたトップアスリートを招聘し、子どもたちの競技力向上と指導者の育成に努めること。

◆温水プールの建替えを着実に進めます。
◆幅広いスポーツ関係団体と連携し、市民の生涯にわたるスポーツ活動を推進します。
◆地元出身のトップアスリートなどを招聘し、子どもたちの競技スポーツの強化育成を図ります。
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